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フライト情報管理システム (FIMS)

公開日: 2022 年 2 月 2 日 (図の履歴)

このアーキテクチャにより、無人航空システムに必要なサービスを管理および運用できます AWS。

フライト情報管理システム (FIMS) の図

1. オペレーターは、フライト計画やその他のサービスのためにウェブベースのポータルから FIMS 
サービスにアクセスします。

2. フライトプランは適切なマイクロサービスに送信され、Amazon Elastic Container Service
(Amazon ECS) は承認の処理に活用されます。

3. 登録や飛行計画などの永続的なリレーショナルデータは Amazon Aurora に保存されます。

4. リアルタイムデータ (テレメトリ、位置、トラック、速度など) は DynamoDB に保存されます。

5. キャッシュされたデータは Amazon Amazon ElastiCache を介して保存され、すばやく取得できま
す。
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6. 処理されたデータは、規制コンプライアンスに従って暗号化され、データレイクに保存されAWS 
Lake Formation、 によって管理されます。

7. Quick と Amazon Managed Grafana を使用して、リアルタイムの測位、飛行経路、潜在的な競合
などを表示するための仮想化ツールをデプロイできます。

8. FIMS によって UAS オペレーターに自動的に提供されるフライトプランの承認。

9. UAS オペレーターは、競合が発生した場合に飛行計画の手動承認を FIMS 管理者にリクエスト/受
け取ります。

10.Amazon Aurora に保存されている UAS プロバイダーデータと DynamoDB データベースに保存さ
れているリアルタイムデータ。

11.Amazon S3 上に構築されたデータレイクは、安全なデータアーカイブ、分析、視覚化に使用され
ます。

12.気象サービスからの補足データは、賢明な意思決定のために FIMS に取り込まれます。

詳細情報

詳細については、「」を参照してください。

• AWS アーキテクチャアイコン

• AWS アーキテクチャセンター

• AWS Well-Architected

図の履歴

このリファレンスアーキテクチャ図の更新について通知を受け取るには、RSS フィードをサブスク
ライブします。

変更 説明 日付

初版発行 リファレンスアーキテクチャ
図が最初に公開されました。

2022 年 2 月 2 日
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https://aws.amazon.com/architecture/icons
https://aws.amazon.com/architecture
https://aws.amazon.com/architecture/well-architected
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Note

RSS 更新をサブスクライブするには、使用しているブラウザで RSS プラグインが有効に
なっている必要があります。
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翻訳は機械翻訳により提供されています。提供された翻訳内容と英語版の間で齟齬、不一致または矛
盾がある場合、英語版が優先します。
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